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第
六
十
六 

  
 

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト 

   
 
 
 
 

一 
  

太
平
洋
戦
争
の
転
換
期
は
一
九
四
二
年
六
月
五
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
海
戦
だ
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
陸
上
（
島
）
の
戦
い
を
含
め
流
と
、

七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
の
五
か
月
が
転
換
期
で
は
な
か
っ
た
か
。

強
い
て
し
ぼ
れ
ば
、
九
月
・
十
月
、
す
な
わ
ち
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の

攻
防
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
進
ん
だ
日
本
軍
の
攻
勢
に
歯
止
め
が
か
か
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
が
勢
い
を
盛
り
返
す
に
は
、
い
く
つ
か
の
幸
運
と
不
幸

が
必
要
だ
っ
た
。
個
々
の
戦
局
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
出
来
事

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

６
・
５ 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦 

 
 
 
 

米
＝
空
母
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
沈
没 

 
 
 
 

日
＝
空
母
「
赤
城
」「
加
賀
」「
蒼
龍
」「
飛
龍
」
沈
没 

 
 
 
 

日
：
陸
軍
北
海
支
隊
が
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸 

７
・
16 

日
：
海
軍
設
営
隊
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
飛
行
場
建
設 

 
 
 
 

に
着
手 

８
・
５ 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
飛
行
場
完
成 

 
 

７ 

米
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸 

 
 

８ 

第
一
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦 

 
 
 
 

米
＝
重
巡
洋
艦
「
ア
ス
ト
リ
ア
」「
ク
イ
ン
シ
ー
」「
ヴ 
 
 
 
 

ン
セ
ン
ス
」
沈
没 

 
 
 
 

重
巡
洋
艦
「
シ
カ
ゴ
」
大
破 

 
 
 
 

豪
＝
重
巡
洋
艦
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
」
沈
没 

 
 
 
 

日
＝
重
巡
洋
艦
「
加
古
」
沈
没
、「
鳥
海
」「
青
葉
」
小 

 
 
 
 

破 
 
 
 
 

ツ
ラ
ギ
島
の
日
本
軍
守
備
隊
が
玉
砕 

 
 

18 

日
：
一
木
支
隊
主
力
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸 

 
 

19 

日
：
一
木
支
隊
主
力
が
全
滅 

 
 

24 

第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦 

 
 

29 

日
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
一
木
支
隊
第
二
梯
団
と
川
口 

 
 
 
 

支
隊
が
上
陸 

９
・
３ 

日
：
タ
ワ
ラ
島
を
占
拠 

 
 

８ 

米
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
イ
ボ
岬
に
上
陸 

 
 

９ 

日
：
伊
号
第
二
十
五
潜
水
艦
が
搭
載
機
で
ア
メ
リ
カ
西 

 
 
 
 

海
岸
を
爆
撃 

 
 

12 
日
：
川
口
支
隊
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
飛
行
場
奪
還
攻
撃 

 
 
 
 

に
失
敗 
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25 

日
：
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
パ
プ
ア
か
ら
ブ
ナ
に
撤
退 

 
 

26 

日
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
日
本
軍
に
物
資
輸
送
開
始 

10
・
11 
サ
ボ
沖
海
戦 

 
 
 
 

米
＝
重
巡
洋
艦
「
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
」
大
破 

 
 
 
 

日
＝
重
巡
洋
艦
「
青
葉
」「
古
鷹
」
沈
没 

 
 

23 

日
：
大
本
営
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
第
二
師
団
長
・
川
口 

 
 
 
 

少
将
を
罷
免 

 
 

24 

日
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
総
攻
撃 

 
 

26 

南
太
平
洋
海
戦 

 
 
 
 

米
＝
空
母
「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」
沈
没 

 
 
 
 

 
 

空
母
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
大
破 

 
 
 
 

日
＝
空
母
「
翔
鶴
」「
瑞
鳳
」
大
破 

11
・
12 

第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
（
〜15

日
） 

 
 
 
 

米
＝
戦
艦
「
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
」
大
破 

 
 
 
 

 
 

軽
巡
洋
艦
「
ア
ト
ラ
ン
タ
」
沈
没 

 
 
 
 

日
本
艦
隊
＝
戦
艦
「
比
叡
」「
霧
島
」
沈
没 

 
 

16 

日
：
大
本
営
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
第
十
七
軍
に
持
久
戦 

 
 
 
 

を
指
示 

 
 

28 

日
：
大
本
営
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
を
決
定 

 
 

30 

ル
ン
ガ
沖
海
戦 

  

こ
の
期
間
、
日
本
帝
国
海
軍
は
空
母
四
隻
、
戦
艦
二
隻
、
重
巡
洋

艦
三
隻
を
失
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
が
失
っ

た
の
は
空
母
二
隻
、
重
巡
洋
艦
三
隻
で
、
損
害
は
日
本
が
や
や
大
き

か
っ
た
。
だ
が
残
存
の
主
力
を
見
る
と
、
日
本
は
空
母
六
隻
、
戦
艦

十
一
隻
を
保
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
空
母
二
隻
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。 
 

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
の
戦
艦
の
多
く
は
や
っ
と
真
珠
湾
か
ら
引

き
揚
げ
ら
れ
、
大
車
輪
で
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
航

空
兵
力
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
増
産
に
次
ぐ
増
産
を
続
け
、
よ
う
や

く
日
本
軍
と
の
差
を
縮
め
て
い
た
。
陸
海
空
、
ほ
ぼ
互
角
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

何
が
戦
局
の
転
換
を
促
し
た
か
と
い
う
と
、
生
産
力
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
八
月
十
五
日
付
け
『
機
密
戦
争
日
誌
』
は
こ
う
記
す
。 

  

物
的
困
窮
に
立
ち
入
れ
る
陸
軍
省
は
遂
に
独
逸
よ
り
鉄
一
〇
〇
万

ト
ン
、
船
五
〇
万
ト
ン
購
入
申
込
み
を
議
す
る
に
至
る
。
窮
通
か
、

番
町
皿
屋
敷
の
お
化
け
か
。 

  
こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
若
干
の
―
―
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る

的
な
説
明
が
い
る
。 

 

第
二
次
大
戦
は
、
鉄
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
鉄
が
な
け
れ
ば
戦
争
の
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経
営
が
覚
束
な
か
っ
た
。 

 
四
二
年
度
の
粗
鋼
生
産
量
は
四
百
二
十
七
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
前
年
度
に
輸
入
さ
れ
た
鉄
鉱
石
の
量
か
ら
割
り
出
さ

れ
た
。
し
か
ら
ば
来
年
度
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
鉄
鉱
石
の

輸
入
量
が
激
減
し
た
た
め
に
、
内
閣
企
画
院
が
は
じ
き
出
し
た
数
字

は
三
百
万
ト
ン
だ
っ
た
。
三
〇
％
の
減
少
で
あ
る
。 

 

原
因
は
輸
送
船
舶
の
逼
迫
で
あ
っ
た
。 

 

日
米
開
戦
の
四
一
年
十
二
月
時
点
で
、
日
本
が
保
有
し
て
い
た
輸

送
船
舶
の
総
排
水
量
は
六
百
三
十
万
ト
ン
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
百
八

十
万
ト
ン
を
海
軍
が
、
二
百
十
万
ト
ン
を
陸
軍
が
徴
用
し
、
残
っ
た

二
百
四
十
万
ト
ン
が
国
内
産
業
に
振
り
向
け
ら
れ
た
。 

 

「
粗
鋼
の
生
産
を
維
持
す
る
に
は
、
さ
ら
に
六
十
万
ト
ン
の
船
舶

が
必
要
で
あ
る
」 

 

と
企
画
院
は
言
っ
た
。
鉄
鉱
石
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
九
四
一
年
十
二
月
か
ら
四
二
年
三
月
ま
で
の
間
に
、
十
二
万
七

千
ト
ン
が
純
増
し
た
。
日
本
は
連
合
国
軍
か
ら
拿
捕
し
た
艦
船
を
哨

戒
艇
に
援
用
し
、
沈
没
・
座
礁
し
た
船
を
浮
揚
・
修
理
し
、
懸
命
に

新
造
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
期
間
は
喪
失
を
穴
埋
め
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

と
こ
ろ
が
四
二
年
四
月
か
ら
、
船
舶
の
損
失
が
急
カ
ー
ブ
で
上
昇

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
は
、
日
本
の
補
給
船
を
狙
い
撃
ち
に
し

た
。
戦
争
資
源
を
絶
つ
、
と
い
う
作
戦
で
あ
る
。
こ
の
戦
法
は
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
が
編
み
出
し
た
。 

 

さ
ら
に
日
本
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
へ
の
物
資
補
給
で
多
く
の
船

舶
を
失
っ
た
。
そ
の
要
因
は
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
砲
撃
で
は
な
く
、
張

り
巡
ら
し
た
無
線
通
信
網
、
暗
号
の
解
析
、
潜
水
艦
の
活
躍
に
依
っ

て
い
た
。 
 

一
九
四
二
年
四
月
か
ら
四
三
年
三
月
ま
で
に
日
本
が
獲
得
し
た
船

舶
は
、
拿
捕
・
浮
揚
修
理
三
十
七
万
七
千
ト
ン
、
新
造
三
十
六
万
二

千
ト
ン
の
計
七
十
三
万
九
千
ト
ン
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
喪
失
は
百
二

十
五
万
ト
ン
に
達
し
、
差
し
引
き
五
十
一
万
一
千
ト
ン
の
純
減
で
あ

る
。
結
果
、
戦
地
に
兵
力
を
送
る
こ
と
や
、
南
方
で
得
た
鉱
物
資
源

を
運
搬
す
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

 

粗
鋼
生
産
を
維
持
す
る
に
は
六
十
万
ト
ン
相
当
の
船
舶
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
原
料
の
輸
送
に
船
舶
を
回
せ
ば
、
戦

場
へ
の
物
資
輸
送
が
滞
る
。 

 

「
来
年
度
の
装
甲
の
生
産
量
は
三
百
万
ト
ン
に
減
少
す
る
」 

 

こ
う
聞
い
た
と
き
、
陸
軍
参
謀
本
部
は 

 

「
ば
か
を
言
う
な
」
と
気
色
ば
ん
だ
。 

 
「
最
低
で
も
三
百
五
十
万
ト
ン
は
要
る
」 

 
と
叫
ぶ
陸
軍
に
対
し
て
企
画
院
は
答
え
た
。 

 
「
そ
れ
な
ら
全
て
の
船
舶
を
物
資
の
輸
送
に
割
り
当
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」 

 

「
ば
か
を
言
う
な
」 



＝巻之九  修羅＝ 

 4 

 
参
謀
本
部
は
別
の
意
味
で
同
じ
言
葉
を
吐
い
た
。 

 
こ
の
と
き
参
謀
本
部
は
、
一
方
で
船
舶
の
増
徴
を
要
求
し
て
い
た
。 

 
「
十
二
月
五
日
ま
で
に
二
十
四
万
ト
ン
。
さ
ら
に
作
戦
遂
行
用
に

九
万
五
千
ト
ン
、
来
年
三
月
ま
で
に
損
害
補
填
用
と
し
て
十
六
万
五

千
ト
ン
が
ほ
し
い
」 

 

合
計
五
十
万
ト
ン
で
あ
る
。 

 

「
ば
か
な
こ
と
を
言
う
な
」 

 

と
言
っ
た
の
は
、
今
度
は
軍
需
省
だ
っ
た
。
そ
ん
な
に
も
陸
軍
に

船
を
持
っ
て
い
か
れ
た
ら
、
鉄
も
石
油
も
手
に
入
ら
な
く
な
る
。 

 

こ
の
堂
々
巡
り
の
中
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
頼
み
込
も
う
と
い

う
話
が
出
た
。 

 

だ
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
空
想
な
い
し
漫
画
に
近
い
。
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
渡
洋
爆
撃
と
ロ
シ
ア
戦
線
を
維
持
す
る
の

に
精
一
杯
だ
っ
た
し
、
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
で
パ
ル
チ
ザ
ン
の
ゲ
リ
ラ
攻
撃
に
手
を
焼
い
て
い
た
。
だ
け
で

な
く
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
運
ぶ
の
か
。 

  
 
 
 
 

三 
  

陸
軍
参
謀
本
部
が
船
舶
三
十
五
万
ト
ン
の
増
徴
に
固
執
し
た
の
は
、

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
送
り
込
ん
だ
三
万
五
千
人
の
将
兵
の
た
め
だ
っ

た
。
戦
い
を
維
持
す
る
に
は
大
量
の
物
資
を
補
給
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

三
万
五
千
人
が
一
日
に
八
百
七
十
五
グ
ラ
ム
の
食
糧
を
消
費
す
る

と
し
て
、
毎
日
、
約
三
十
一
ト
ン
の
食
糧
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
ほ
か
に
兵
器
、
砲
弾
、
燃
料
が
要
る
。
こ
れ
を
ま
か
な
う

に
は
排
水
量
に
し
て
数
万
ト
ン
に
相
当
す
る
船
舶
が
要
る
で
あ
ろ
う
。 
 

こ
の
と
き
最
も
頭
を
痛
め
て
い
た
の
は
東
条
英
機
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 

彼
は
第
二
次
組
閣
で
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

外
務
、
陸
軍
、
軍
需
の
三
省
の
大
臣
を
兼
ね
て
い
た
。
陸
軍
大
臣
の

立
場
で
は
参
謀
本
部
が
要
求
す
る
船
舶
三
十
五
万
ト
ン
の
増
徴
を
認

め
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
軍
需
大
臣
の
立
場
で
は
鉄
鋼
三
百
五
十
万
ト

ン
の
生
産
確
保
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
二
律
背
反
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
逆
立
ち

し
て
も
解
決
策
は
出
て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
に
東
条
は
、
内
閣
総
理

大
臣
と
し
て
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

東
条
の
意
を
受
け
た
の
は
、
陸
軍
省
の
軍
務
局
長
・
佐
藤
賢
了
で

あ
る
。 

 

一
九
三
八
年
三
月
に
行
わ
れ
た
国
家
総
動
員
法
の
審
議
に
際
し
て
、

議
員
の
野
次
に
「
黙
れ
！
」
と
発
言
し
て
問
題
に
な
っ
た
。
一
九
三

九
年
、
第
二
十
一
軍
参
謀
副
長
（
大
佐
）、
四
〇
年
南
支
那
方
面
軍

参
謀
副
長
を
経
て
、
こ
の
年
の
四
月
、
軍
務
局
長
に
就
任
し
て
い
た
。

東
条
腹
心
の
一
人
と
い
っ
て
い
い
。 

 

こ
の
佐
藤
が
参
謀
本
部
に
出
向
い
て
、 
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「
陸
軍
に
船
を
譲
る
と
鉄
の
生
産
は
二
百
万
ト
ン
に
落
ち
る
」 

 
と
告
げ
た
。 

 
同
じ
陸
軍
省
の
中
で
意
見
が
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
た
。 

 

「
ば
か
を
言
う
な
」
参
謀
本
部
は
怒
っ
た
。 

 

『
機
密
戦
争
日
誌
』
十
月
三
十
日
付 

 

陸
軍
省
軍
務
局
長
曰
く
、
①
来
年
度
鉄
三
五
〇
万
ト
ン
は
絶
対
確

保
す
る
を
要
す
、
②
右
保
持
困
難
な
る
が
如
き
作
戦
は
御
免
蒙
る
。 

意
中
言
外
に
「
ガ
」
島
作
戦
の
中
止
を
要
求
す
る
が
如
し
。 

  

鉄
か
船
か
、
原
料
か
物
資
か
で
大
本
営
が
割
れ
て
い
る
中
で
、
戦

争
は
待
っ
た
な
し
で
進
ん
で
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
で
は

十
二
月
に
入
っ
て
も
、
船
舶
の
割
当
て
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立
が
収

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

十
二
月
五
日
、
東
条
は
臨
時
閣
議
を
招
集
し
た
。
船
舶
割
当
問
題

に
決
着
を
つ
け
る
た
め
だ
っ
た
。 

 

そ
の
席
で
東
条
は
言
っ
た
。 

 

「
陸
軍
に
二
十
四
万
ト
ン
の
増
徴
を
認
め
る
。
九
万
五
千
ト
ン
の

追
加
徴
用
も
認
め
る
」 

 

こ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
。 

 

「
た
だ
し
、
損
害
補
填
用
は
八
万
五
千
ト
ン
と
す
る
」 

 

こ
の
決
定
に
参
謀
本
部
は
激
怒
し
た
。 

 

『
機
密
戦
争
日
誌
』
十
二
月
五
日
付 

 

次
長
と
く
に
第
一
部
長
激
怒
。
無
法
の
統
帥
干
渉
、
傲
慢
無
礼
の

閣
議
決
定
に
至
る
間
に
於
け
る
陸
軍
大
臣
の
態
度
に
対
し
、
嫌
き
足

ら
ず
も
の
あ
り
。
次
長
官
舎
に
軍
務
局
長
を
招
致
し
て
事
情
を
聴
取
、

激
論
あ
り
。 

 

第
一
部
長
激
昻
し
て
軍
務
局
長
の
間
に
夫
々
二
つ
ず
つ
の
鉄
拳
飛

ぶ
。
軍
務
局
長
の
反
撃
冷
静
な
る
も
の
あ
り
。
種
村
は
軍
務
局
長
を

し
て
其
席
を
去
ら
し
む
。 

 

次
官
官
舎
に
至
り
、
次
官
、
局
長
に
対
し
、
第
一
部
長
よ
り
色
々

説
明
、
陸
軍
省
の
善
処
を
要
望
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。 

 

激
論
数
刻
、
午
前
三
時
に
至
る
も
遂
に
ま
と
ま
ら
ず
、
此
の
間
第

一
部
長
、
大
臣
と
の
面
会
を
強
要
す
る
も
、
陸
軍
大
臣
の
消
息
不
明

を
理
由
と
し
て
面
接
せ
し
め
ず
。 

  

翌
日
、
田
辺
、
田
中
ら
は
陸
軍
大
臣
と
し
て
の
東
条
に
面
会
を
強

要
し
て
、
再
び
激
論
と
な
っ
た
。 

 
こ
の
と
き
田
中
が
激
昻
し
て
、
東
条
を 

 
「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
」 

 
と
罵
倒
し
た
。 

 

東
条
は
内
閣
総
理
大
臣
で
も
あ
る
。 

 

戦
争
運
営
の
中
枢
が
混
乱
・
分
断
す
る
な
か
、
大
本
営
は
一
九
四



＝巻之九  修羅＝ 

 6 

二
年
十
二
月
三
十
一
日
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
の
撤
退
を
決
定
、

翌
四
三
年
二
月
一
日
か
ら
撤
退
開
始
、
七
日
完
了
ま
で
の
間
、
日
本

の
船
舶
に
よ
る
輸
送
力
は
排
水
量
に
換
算
し
て
七
万
七
千
ト
ン
が
失

わ
れ
た
。
四
月
十
八
日
、
ソ
ロ
モ
ン
上
空
で
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・

山
本
五
十
六
が
戦
死
し
た
。
第
六
十
六 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

ア
勏
ツ
島	
 
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
島
で
、
一
九
四
二
年
六
月
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
作
戦
に
呼
応
し
て
①
哨
戒
線
の
前
進
②
米
ソ
連
絡
網
の
遮
断
③
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
る
航
空
基
地
利
用
の
阻
止
―
―
な
ど
を
目
的
に
、
陸
軍
北
海
支

隊
と
海
軍
北
方
部
隊
が
上
陸
し
占
拠
し
た
。
し
か
し
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
で

連
合
艦
隊
が
敗
北
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
戦
略
的
な

価
値
が
無
く
な
っ
た
。
米
軍
の
反
攻
が
強
ま
る
中
で
大
本
営
は
ア
ッ
ツ
島
と

キ
ス
カ
島
を
無
策
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

一
九
四
三
年
五
月
十
二
日
、ア
メ
リ
カ
軍
は
戦
艦
三
、空
母
一
、重
巡
三
、

軽
巡
三
、
駆
逐
艦
十
二
の
艦
隊
が
支
援
し
て
第
七
歩
兵
師
団
一
万
一
千
人
を

ア
ッ
ツ
島
に
上
陸
せ
し
め
、
北
海
守
備
第
二
地
区
部
隊
二
千
六
百
五
十
人
と

激
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
五
月
二
十
九
日
、
日
本
守
備
隊
の
残
存
三
百
人
は
山

崎
保
代
陸
軍
大
佐
と
も
ど
も
玉
砕
し
た
。 

山
崎
保
代
：
や
ま
さ
き
・
や
す
よ
／
１
８
９
１
〜
１
９
４
３
。
山
梨
県
都
留

郡
禾
生
村
に
生
ま
れ
、
一
九
一
三
年
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
。
四
〇
年
三
月

歩
兵
大
佐
に
昇
進
し
て
歩
兵
第
一
三
〇
連
隊
長
、
四
三
年
二
月
潜
水
艦
「
伊

三
一
」
で
ア
ッ
ツ
島
に
着
任
し
た
。
玉
砕
後
、
二
階
級
特
進
し
て
中
将
と
な

っ
た
。 

ツ
ラ
ギ
島	
 

旧
ソ
ロ
モ
ン
王
国
の
故
地
で
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
向
か
い
に

あ
る
。
一
九
四
二
年
五
月
に
日
本
軍
が
占
拠
し
、
三
か
月
後
の
八
月
八
日
に

ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
守
備
隊
が
玉
砕
し
た
。
同
島
の
東
側
に
あ
る

ガ
ブ
ツ
島
と
タ
ナ
ン
ボ
ゴ
島
は
日
本
軍
航
空
隊
の
水
上
機
の
基
地
で
、
ツ
ラ

ギ
島
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
奪
回
し
た
。
ツ
ラ
ギ
、
ガ
ブ
ツ
、
タ
ナ
ン
ボ

ゴ
三
島
の
日
本
軍
守
備
隊
は
約
千
百
人
だ
っ
た
が
、
生
存
者
は
わ
ず
か
三
人

だ
っ
た
。
駆
逐
艦
「
菊
月
」
と
輸
送
船
「
第
三
利
丸
」
が
座
礁
し
た
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
。 

タ
ラ
ワ
島	
 

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
が
日
本
軍
の
上
陸
に
よ
っ
て
独
立

し
、
現
在
は
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
軍
は
こ
の
島
に
陸
上

局
地
戦
闘
機
「
隼
」、
九
七
式
攻
撃
機
を
配
備
し
て
い
て
、
上
陸
し
て
く
る
ア

メ
リ
カ
軍
に
お
大
き
な
損
害
を
与
え
、一
度
は
撃
退
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
に
と
っ
て
の
ウ
ェ
ー
キ
島
に
等
し
い
。
四
三
年
十
一
月
二
十
一

日
早
朝
に
始
ま
っ
た
陸
戦
は
二
十
三
日
夜
に
集
結
し
た
。
日
本
軍
の
戦
死
は

四
千
七
百
十
三
人
、生
存
は
百
六
十
人
、ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
死
は
一
千
九
人
、

戦
傷
は
二
千
二
百
九
十
六
人
だ
っ
た
。 
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